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鶴居村勢要覧 2024
HOKKAIDO TSURUI

日
本
で
最
も
美
し
い
村

鶴
居
村



鶴
居
村
は
、
北
海
道
の
東
部
、

阿
寒
湖
と
釧
路
湿
原
の
間
に
広
が
る
小
さ
な
村
。

特
別
天
然
記
念
物
タ
ン
チョ
ウ
は
村
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
り
、

人
と
タ
ン
チョ
ウ
が
共
生
す
る

自
然
豊
か
な
村
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

ⓒ和田正宏

人
口
減
少
と
い
う
時
代
の
流
れ
に
あ
り
な
が
ら
、

基
幹
産
業
で
あ
る
酪
農
の
生
産
規
模
は
年
々
拡
大
し
、

意
欲
あ
る
担
い
手
が
村
の
新
た
な
魅
力
づ
く
り
に
励
む
な
ど
、

産
業
や
人
材
面
で
も
進
化
を
続
け
て
い
ま
す
。

変
化
を
好
機
と
と
ら
え
、
前
進
す
る
活
力
に
満
ち
て
い
る
の
は
、

村
民
の
「
こ
こ
に
住
み
続
け
た
い
」
と
い
う
誇
り
が
あ
る
か
ら
。

美
し
い
村
づ
く
り
に
向
け
て
さ
ら
に
進
化
す
る
た
め
に
、

私
た
ち
は
、「
鶴
居
ら
し
さ
」
と
い
う
真
価
を
み
が
き
続
け
ま
す
。
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村
長
メ
ッ
セ
ー
ジ

鶴
居
村
は
、
北
海
道
の
東
部
に
位
置
し
、
希
少
な
動
植
物
を
育
む
日
本
最
大
の
湿

地
「
釧
路
湿
原
国
立
公
園
」
を
有
す
る
自
然
環
境
の
豊
か
な
村
で
す
。

酪
農
を
基
幹
産
業
と
し
、
農
業
基
盤
の
整
備
、
酪
農
経
営
の
近
代
化
、
生
活
環
境

の
充
実
に
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
に
よ
り
、
北
海
道
屈
指
の
〝
酪
農
郷
〞
と
し
て
価

値
を
高
め
て
き
て
い
ま
す
。

村
名
の
由
来
に
も
な
っ
て
い
る
特
別
天
然
記
念
物
タ
ン
チ
ョ
ウ
な
ど
の
す
ば
ら
し

い
地
域
資
源
の
保
護
・
保
全
に
努
め
る
と
と
も
に
、
観
光
基
盤
の
整
備
、
産
業
の
発

展
と
人
材
の
育
成
に
力
を
注
ぎ
、
次
世
代
に
誇
れ
る
村
づ
く
り
を
着
実
に
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
鶴
居
村
」
を
よ
り
多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
本

村
に
お
越
し
い
た
だ
い
た
際
に
は
、
ぜ
ひ
そ
の
魅
力
と
価
値
を
感
じ
て
い
た
だ
き
た

い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

鶴居村長
大石 正行

村長　　大石 正行（写真中）

副村長　長尾 法明（写真左）

教育長　村上 明寛（写真右）

［村章］
特別天然記念物タンチョウを
図案化し、上にあげた羽で村
勢の発展を願い、 平和と円
満団結を象徴したものです。

［村の鳥］タンチョウ［村の木］シラカバ［村の花］コスモス

［目次］……………………………………………………

02 ……イントロページ

04 ……村長メッセージ・目次

06 ……タンチョウ
10 ……自然環境
12 ……酪農
14 ……食文化
16 ……鶴居村営軌道

18 ……「日本で最も美しい村」連合の加盟自治体として

20 ……つるい未来創造プラン（第 5 次鶴居村総合計画）

22 ……地域特性を活かした活力あるむらづくり
 ［産業・雇用・観光］

24 ……ともに支え合い生き生きと暮らせるむらづくり
 ［保健・医療・福祉］

26 ……安心・安全で快適に暮らせるむらづくり
 ［生活環境］

28 ……豊かな自然と共生する美しいむらづくり
 ［環境保全］

30 ……豊かな人間性を育むむらづくり
 ［教育・文化］

32 ……みんなで歩む協働のむらづくり
 ［地域づくり・行財政］

34 ……データで見るやさしい暮らし

36 ……公共施設・イベント

38 ……位置・地勢・標高・気候・アクセス

表紙・裏表紙写真：ⓒ和田正宏
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日
の
出
か
ら
徐
々
に
朝
霧
が
明
け
て
い
き
、

目
覚
め
た
タ
ン
チョ
ウ
の
姿
が
浮
か
び
上
が
る
。

空
に
向
か
っ
て
翼
を
広
げ
、
飛
び
立
つ
タ
ン
チョ
ウ
。

青
空
を
切
る
よ
う
に
白
く
整
列
し
た

風
切
羽
の
美
し
さ
に
目
を
奪
わ
れ
る
。

ア
イ
ヌ
の
人
々
が
タ
ン
チョ
ウ
を

「
サ
ル
ル
ン
カ
ム
イ
︵
湿
原
の
神
︶」
と
呼
ん
だ
の
は
、

そ
の
神
々
し
い
姿
に
心
を
動
か
さ
れ
た
か
ら
だ
ろ
う
か
。

こ
こ
は
、
タ
ン
チョ
ウ
に
選
ば
れ
た
村
。

鶴
居
村
の
四
季
は
、
タ
ン
チョ
ウ
の
暮
ら
し
と
と
も
に
あ
る
。

春
春
は
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
繁
殖
の
季
節
。

湿
原
に
移
動
し
、な
わ
ば
り
を
構
え
ま
す
。

3
月
下
旬
か
ら
5
月
に
産
卵
し
、約
1
カ
月
で
枯
草
色
の
ヒ
ナ
が
誕
生
。

ヒ
ナ
は
生
後
数
日
で
親
に
付
い
て
歩
き
回
る
よ
う
に
な
り
、

親
か
ら
餌
を
与
え
ら
れ
成
長
し
て
い
き
ま
す
。

夏
ヒ
ナ
は
、枯
草
色
か
ら
だ
ん
だ
ん
と
白
い
羽
に
生
え
変
わ
り
、

生
後
3
カ
月
も
す
れ
ば

成
鳥
と
変
わ
ら
な
い
く
ら
い
の
大
き
さ
に
な
り
ま
す
。

生
後
1
0
0
日
程
度
で
飛
べ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

秋
越
冬
に
向
け
、他
地
域
か
ら
鶴
居
村
に

飛
来
す
る
タ
ン
チ
ョ
ウ
が
増
え
て
き
ま
す
。

主
に
、刈
り
取
り
後
の
デ
ン
ト
コ
ー
ン
畑
や
牧
草
地
で
過
ご
し
ま
す
。

多
い
と
き
に
は
、1
カ
所
の
畑
に

1
0
0
羽
前
後
が
集
ま
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。冬

自
然
界
で
取
れ
る
餌
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
、

だ
ん
だ
ん
と
給
餌
場
に
集
ま
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

特
に
積
雪
や
厳
し
い
冷
え
込
み
に
伴
い
、

給
餌
場
へ
の
飛
来
が
増
え
て
き
ま
す
。

ⓒ和田正宏（背景・春・夏）
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鶴
居
村
の
名
前
の
由
来
は
、国
の
特
別
天
然
記
念
物「
タ
ン
チ
ョ
ウ
」。

村
民
に
よ
る
地
道
な
保
護
活
動
が
実
を
結
び
、

一
年
を
通
じ
て
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

村
内
の
子
ど
も
た
ち
に
よ
る

給
餌
活
動

厳
冬
期
の
二
大
給
餌
場
で
あ
る
「
鶴

居
・
伊
藤
タ
ン
チ
ョ
ウ
サ
ン
ク
チ
ュ
ア

リ
」
と
「
鶴
見
台
」
の
ほ
か
、
村
内
の

小
中
学
校
で
も
給
餌
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
幌
呂
小
学
校
と
幌
呂
中
学
校
で

鶴
居
村
タ
ン
チョ
ウ
と

共
生
す
る

む
ら
づ
く
り
推
進
会
議

「
鶴
居
村
タ
ン
チ
ョ
ウ
と
共
生
す
る

む
ら
づ
く
り
推
進
会
議
」は
、タ
ン
チ
ョ

ウ
保
護
の
発
祥
地
と
し
て
の
責
任
と
気

半
数
近
く
が
鶴
居
村
で
確
認
さ
れ
て
い

ま
す
。

鶴
居
村
は
最
大
の
越
冬
地
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
鶴
居
村
の
結
果
が
全
体
の
結

果
に
大
き
く
影
響
し
ま
す
。
2
0
1
8

年
度
よ
り
、
村
民
有
志
の
協
力
の
も
と

村
内
全
域
で
調
査
を
実
施
し
、
よ
り
正

確
な
デ
ー
タ
収
集
に
努
め
て
い
ま
す
。

タ
ンチョウ

■鶴居村とタンチョウ保護の歩み
1924
大正13年

●鶴居村チルワツナイで十数羽の生存確認

1935
昭和10年

●‌「天然記念物丹頂鶴繁殖地」として、鶴居村の繁殖地を中
心とする一円が指定

1952
昭和27年

●幌呂小学校で人工給餌が成功する
●‌「釧路の丹頂およびその繁殖地」が特別天然記念物に指定
●初の生息状況一斉調査で33羽を確認

1962
昭和37年

●文化庁が初めてタンチョウ給餌人を委嘱
●下雪裡小学校で給餌を始める

1964
昭和39年

●タンチョウが「北海道の鳥」に指定される
●幌呂小学校に「ツルクラブ」ができる

1967
昭和42年

●‌タンチョウの名称および指定地域変更特別天然記念物「タン
チョウ」　地域名を定めず（主な生息地　北海道）
●‌釧路湿原の5,011ヘクタールが「天然記念物釧路湿原」
に指定

1974
昭和49年

●‌北海道電力が事故防止のため送電線に「タンチョウ用標識」
をつける
●下雪裡小学校が閉校

1980
昭和55年

●釧路湿原がラムサール条約に登録

1985
昭和60年

●「鶴居村タンチョウ愛護会」が発足

1987
昭和62年

●釧路湿原国立公園指定
●‌日本野鳥の会「鶴居・伊藤タンチョウサンクチュアリ」開設

1988
昭和63年

●タンチョウのバンディング（標識調査）開始

1992
平成4年

●タンチョウによるデントコーン畑での種や芽の食害が増え、追
い払い活動などの対策が始まる

1993
平成5年

●‌タンチョウが種の保存法による「国内希少野生動植物種」に
指定される

2006
平成18年

●‌タンチョウ一斉調査で1,081 羽を確認、初めて1,000 羽を
超える

2008
平成20年

●‌タンチョウコミュニティ発足、下幌呂小学校で餌づくり活動始ま
る

2016
平成28年

●研究者による調査でタンチョウ1,850 羽を確認

2018
平成30年

●‌「鶴居村タンチョウと共生するむらづくり推進会議」発足
●タンチョウ自然専門員を教育委員会に配置

タンチョウ鶴居モデルの理念　
 （2018 年 12 月決定）

　鶴居村に関わるすべての人と組織は、先人
がタンチョウを絶滅の危機から救った歴史を誇
りとし、将来にわたりタンチョウと共生する鶴居
村であり続けるために、タンチョウ鶴居モデル
を掲げる。

　タンチョウ鶴居モデルは、タンチョウの安定
的な生息を保証するため、自然環境と社会環
境の向上をすすめ、タンチョウが村民はもとより
すべての人々に愛され、その存在が地域産業
の振興と発展に寄与することで、活力のある村
となるための取り組みを続ける。

は
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
が
飛
来
す
る
際
、
給

餌
場
の
目
印
と
し
て
デ
ン
ト
コ
ー
ン
の

茎
を
円
錐
状
に
束
ね
た
「
に
お
」
を
校

庭
に
設
置
。
冬
季
間
に
デ
ン
ト
コ
ー
ン

を
給
餌
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
の

タ
ン
チ
ョ
ウ
へ
の
関
心
を
高
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
越
冬
分
布
調

査
に
も
毎
年
参
加
し
、
大
人
と
一
緒
に

保
護
活
動
の
成
果
を
確
認
し
て
い
ま

す
。最

大
の
越
冬
地
で
行
う

タ
ン
チョ
ウ
越
冬
分
布
調
査

毎
年
12
月
初
旬
と
1
月
下
旬
の
年
2

回
行
わ
れ
る
タ
ン
チ
ョ
ウ
越
冬
分
布
調

査
は
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
生
息
す
る
道
内

各
地
で
一
斉
に
タ
ン
チ
ョ
ウ
を
数
え
、

記
録
す
る
調
査
で
、
1
9
5
2
年
か

ら
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
国
の
タ
ン
チ
ョ

ウ
保
護
増
殖
事
業
の
一
環
と
し
て
北
海

道
が
実
施
し
、
鶴
居
村
も
調
査
に
参
加

し
て
い
ま
す
。
調
査
で
は
、
約
1
，5
0
0

羽
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
が
確
認
さ
れ
、
そ
の

鶴居村教育委員会  タンチョウ自然専門員

音成 邦仁さん

　鶴居村は、日本に生息するタンチョウの約 3
分の1近くが集まる貴重な生息地。釧路湿原が
タンチョウを育み、地域ぐるみで給餌活動を行う
など、保護活動に取り組んできた成果といえます。
　そうした中で近年、冬になると釧路地方に集
中する傾向が強くなったことから、環境省は
2015 年度から段階的に給餌量を減らし、分散
を図るとともに、将来的には給餌を終了させる方
針を打ち出しました。そこで、鶴居村が今後の
保護活動のあり方を探るために設置したのが、タ
ンチョウ自然専門員です。
　この役割を務める音成邦仁さんは、鶴居・伊
藤タンチョウサンクチュアリのチーフレンジャー、
村民有志の保護活動団体代表を経て現職に就
任。さまざまな立場でタンチョウの保護活動に関
わってきたエキスパートです。「タンチョウ自然専
門員としての初仕事は、鶴居村タンチョウと共生
するむらづくり推進会議の運営。タンチョウ鶴居
モデルをもとに、地域・人・産業と共生する鶴
居村独自の保護活動を確立すべく取り組んでい
ます。従来の〝保護〟の考え方は、生き物に対
して何ができるかが重視されてきましたが、〝共生〟
の時代には、タンチョウの存在が地域住民にど
のようにプラスになるかという視点も重要だと思い
ます」と話します。
　タンチョウの存在が将来も大切な存在であり続
けるために、鶴居村らしい新たな視点での共生
のあり方を模索しています。

鶴
居
村
ら
し
い
新
た
な
視
点
で

タ
ン
チ
ョ
ウ
と
の
共
生
を

模
索
し
て
い
ま
す

概
を
持
っ
て
タ
ン
チ
ョ
ウ
保
護
活
動
を

継
続
し
て
い
く
た
め
に
、
2
0
1
8
年

に
発
足
し
た
官
民
一
体
の
組
織
で
す
。

鶴
居
村
に
お
け
る
タ
ン
チ
ョ
ウ
と
地

域
と
の
共
生
の
目
指
す
べ
き
姿
と
、
そ

の
実
現
に
向
け
た
村
独
自
の
取
り
組
み

を
「
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
居
モ
デ
ル
」
と
定

義
し
、
望
ま
し
い
共
生
の
あ
り
方
を
村

民
と
共
有
し
な
が
ら
、
継
続
的
に
取
り

組
み
が
実
施
さ
れ
る
道
筋
を
つ
け
て
い

き
ま
す
。

幌呂小での給餌
活動

におを目印に校庭の給餌場にやってきたタンチョウ

タンチョウ越冬分布調査

つなごう！未来へ
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鶴
居
村
は
、雄
大
な
釧
路
湿
原
国
立
公
園
や
特
別
天
然
記
念
物
タ
ン
チ
ョ
ウ
な
ど
、

豊
か
で
美
し
い
自
然
環
境
と
と
も
に
生
き
る
村
で
す
。

酪
農
や
観
光
を
は
じ
め
と
し
た
地
域
の
産
業
も
、潤
い
の
あ
る
暮
ら
し
も
、

鶴
居
村
な
ら
で
は
の
自
然
環
境
が
す
べ
て
の
源
泉
と
な
っ
て
い
ま
す
。

圧
倒
的
な
風
景
が
広
が
る

釧
路
湿
原
国
立
公
園

釧
路
湿
原
国
定
公
園
は
、
1
9
8
7

年
に
28
番
目
の
国
立
公
園
と
し
て
指
定

さ
れ
ま
し
た
。
日
本
の
湿
地
帯
の
約
6

割
を
占
め
る
、
総
面
積
約
2
8
，7
8
8

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
日
本
最
大
の
湿
原
で
す
。

特
別
天
然
記
念
物
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
を
は

じ
め
、
生
息
す
る
動
植
物
は
2
，0
0
0

鶴
居
・
伊
藤
タ
ン
チョ
ウ

サ
ン
ク
チュア
リ

長
年
タ
ン
チ
ョ
ウ
を
愛
し
、
給
餌
活

動
を
続
け
て
き
た
故
・
伊
藤
良
孝
さ
ん
、

ト
シ
エ
さ
ん
ご
夫
妻
の
活
動
を
受
け
継

い
だ
（
公
財
）
日
本
野
鳥
の
会
が
運
営

た
タ
ン
チ
ョ
ウ
が
1
9
2
4
年
に
再

発
見
さ
れ
た
場
所
で
す
。
い
ま
な
お
、

徒
歩
で
し
か
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い

た
め
、
湿
原
の
聖
域
と
も
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。
チ
ル
ワ
ツ
ナ
イ
川
の
蛇
行
は
釧

路
湿
原
の
核
心
。
そ
の
絶
景
と
蛇
行
の

美
し
さ
は
言
葉
を
失
う
ほ
ど
で
す
。

自
然
環
境種

以
上
に
の
ぼ
り
ま
す
。
こ
こ
に
し
か

な
い
圧
倒
的
な
風
景
と
四
季
の
美
し
さ

に
目
を
奪
わ
れ
ま
す
。

釧
路
湿
原
の
聖
域
、

キ
ラ
コ
タ
ン
岬

6
千
年
前
は
海
だ
っ
た
釧
路
湿
原
。

「
キ
ラ
コ
タ
ン
岬
」
は
特
別
保
護
区
域

に
指
定
さ
れ
、
絶
滅
し
た
か
と
思
わ
れ

　温根内ビジターセンターには、ここを起点として約
1時間で1周できる全長3.1㎞の木道コースがあり、
四季折々の湿原の姿を楽しむことができます。
　木道には、湿原の動植物などを紹介する解説板
が設置されています。夏は木道沿いにヘイケボタル
の灯りを目にしたり、秋はタンチョウの声を聴きながら
空を眺め、冬は歩くスキーやスノーシューで散策する
こともできます。

木道を歩いて湿原を散策
温根内ビジターセンター

す
る
給
餌
場
で
す
。
毎
年
11
月
か
ら
3

月
の
期
間
に
給
餌
を
し
て
お
り
、
積
雪

期
に
多
く
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
が
集
ま
り
ま

す
。
入
館
無
料
の
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン

タ
ー
で
は
、
暖
か
い
館
内
か
ら
望
遠
鏡

で
観
察
が
で
き
、
レ
ン
ジ
ャ
ー
に
よ
る

解
説
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

T・O・P・I・C

チルワツナイ川の蛇行

鶴居・伊藤タンチョウ
サンクチュアリのネイ
チャーセンター
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鶴
居
村
の
基
幹
産
業
で
あ
る
酪
農
は
、先
人
の
た
ゆ
ま
ぬ
挑
戦
の
延
長
上
に
あ
り
ま
す
。

昭
和
30
年
代
後
半
か
ら
冷
涼
な
気
候
に
適
し
た
酪
農
へ
の
転
換
に
成
功
し
、

現
在
は
、北
海
道
屈
指
の
酪
農
郷
と
し
て
飛
躍
を
続
け
て
い
ま
す
。

乳
質
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
幾
度
も
日
本
一
に
輝
き
、良
質
の
牛
乳
を
生
産
し
て
い
ま
す
。

良
質
乳
の
安
定
化
を
促
す

乳
質
改
善
の
取
り
組
み

安
全
・
安
心
で
良
質
な
牛
乳
や
乳
製

品
に
対
す
る
消
費
者
需
要
が
高
ま
る

中
、
安
定
的
な
良
質
乳
の
生
産
拡
大
を

図
る
た
め
、
1
9
8
6
年
か
ら
村
の

独
自
施
策
と
し
て
乳
質
改
善
奨
励
を

行
っ
て
い
ま
す
。
生
産
さ
れ
る
良
乳
質

1
㎏
に
つ
き
1
円
以
内
の
乳
質
改
善
奨

励
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

高
品
質
の

生
乳
生
産
を
支
え
る

I
C
T
酪
農

鶴
居
村
で
は
、
法
人
化
に
よ
る
大
規

模
経
営
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
頭
数
を

増
や
し
つ
つ
も
生
乳
品
質
を
維
持
・
向

上
さ
せ
、
安
定
し
た
酪
農
経
営
を
行
う

た
め
、
I
C
T
の
積
極
的
な
活
用
を

行
っ
て
い
ま
す
。

搾
乳
作
業
の
省
力
化
や
負
担
軽
減
に

つ
な
が
る
ロ
ー
タ
リ
ー
搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト

餌
の
品
質
向
上
と
安
定
化

T
M
R
セ
ン
タ
ー

大
規
模
経
営
に
対
応
し
た
T
M
R

セ
ン
タ
ー
は
、
酪
農
家
に
供
給
す
る
餌

づ
く
り
の
た
め
の
施
設
で
す
。
牛
の
餌

は
、牧
草
や
わ
ら
な
ど
の「
粗
飼
料
」と
、

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
麦
な
ど
高
カ
ロ
リ
ー

の
「
濃
厚
飼
料
」
に
分
け
ら
れ
、

T
M
R
は
こ
れ
ら
に
ビ
タ
ミ
ン
な
ど

交
流
を
目
的
と
し
た

乳
製
品
加
工
体
験
室

幌
呂
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
内
に

あ
る
「
乳
製
品
加
工
体
験
室
」
は
、

2
0
2
3
年
に
完
成
。
チ
ー
ズ
な
ど

の
乳
製
品
づ
く
り
を
通
じ
て
、
生
き
が

い
づ
く
り
や
利
用
者
同
士
の
交
流
に
つ

な
が
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
施
設
で

す
。チ

ー
ズ
づ
く
り
な
ど
を
愛
好
す
る
村

民
が
気
軽
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
、

施
設
内
に
は
シ
ン
ク
、
冷
蔵
庫
、
ガ
ス

コ
ン
ロ
、
真
空
包
装
機
な
ど
チ
ー
ズ
づ

く
り
に
必
要
な
機
器
一
式
を
備
え
て
い

ま
す
。

酪
農

や
、
運
動
量
・
食
事
量
な
ど
の
デ
ー
タ

か
ら
牛
の
健
康
状
態
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム

に
把
握
で
き
る
セ
ン
サ
ー
な
ど
を
導
入

し
、
時
代
に
対
応
し
た
酪
農
経
営
を
進

め
て
い
ま
す
。

　鶴居村を含む釧路管内と根室管内は「根釧地域」
と呼ばれ、牧草の栽培や乳牛の飼育に適した有数
の生乳生産地。「産地限定北海道根釧よつ葉牛
乳」は、この地域の高品質な生乳のみを使用した
特選牛乳です。新鮮な生乳のおいしさを保つため、
地域の工場で加熱殺菌・パックしています。鮮度へ
の信頼から、地元で親しまれている牛乳です。

地域自慢のブランド牛乳
産地限定北海道根釧よつ葉牛乳

T・O・P・I・C

を
加
え
て
均
一
に
混
ぜ
た
栄
養
価
の
高

い
良
質
飼
料
で
す
。

専
用
の
施
設
で
ま
と
め
て
餌
づ
く
り

を
す
る
こ
と
で
、
各
農
家
の
労
力
負
担

を
軽
減
し
、
餌
の
品
質
の
向
上
と
安
定

化
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
鶴
居
村

に
は
2
つ
の
T
M
R
セ
ン
タ
ー
が
あ

り
、
セ
ン
タ
ー
か
ら
農
場
へ
良
質
な
飼

料
を
配
達
す
る
し
く
み
が
確
立
さ
れ
て

い
ま
す
。

TMRセンター ロータリー搾乳ロボット

乳製品加工体験室
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自
然
の
恵
み
を
生
か
し
た
豊
か
な
食
文
化
は
、鶴
居
村
の
誇
り
で
す
。

地
域
の
産
業
か
ら
生
ま
れ
た
乳
製
品
や
肉
製
品
、ワ
イ
ン
、ビ
ー
ル
な
ど
が
あ
り
、

鶴
居
村
の
ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
で
も
、地
産
地
消
の
お
い
し
さ
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

全
国
で
高
い
評
価
を
受
け
る

鶴
居
村
の
チ
ー
ズ

鶴
居
村
の
チ
ー
ズ
は
非
常
に
品
質
が

高
く
、
全
国
で
も
高
い
評
価
を
受
け
て

い
ま
す
。
酪
農
郷
な
ら
で
は
の
乳
製
品

文
化
を
根
づ
か
せ
る
た
め
、
2
0
0
4

年
か
ら
本
格
的
な
チ
ー
ズ
づ
く
り
に
取

タ
ン
チョ
ウ
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

鶴
居
村
の
赤
ワ
イ
ン

鶴
居
村
で
収
穫
さ
れ
た
赤
ワ
イ
ン
ブ

ド
ウ
品
種
「
山
幸
」
で
作
ら
れ
た
ワ
イ

ン
が
「
ク
ロ
ン
ヌ
ル
ー
ジ
ュ
〈
赤
い

冠
〉」。
名
前
と
ラ
ベ
ル
は
タ
ン
チ
ョ
ウ

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
デ
ザ
イ
ン
で
す
。
野

趣
あ
ふ
れ
る
独
特
な
花
の
よ
う
な
香
り

と
酸
味
と
コ
ク
の
調
和
が
と
れ
た
ワ
イ

ン
で
す
。

廃
校
を
活
用
し
た

ク
ラ
フ
ト
ブル
ワ
リ
ー
事
業

2
0
2
2
年
、
ク
ラ
フ
ト
ブ
ル
ワ

リ
ー「
ブ
ラ
ッ
ス
リ
ー
ノ
ッ
ト
」が
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。
廃
校
と
な
っ
た
旧
茂

雪
裡
小
学
校
の
素
朴
な
外
観
を
残
し
つ

つ
、
体
育
館
を
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
の
醸

造
所
と
し
、
醸
造
工
程
を
見
学
で
き
る

通
路
や
ビ
ー
ル
の
直
売
所
も
新
た
に
整

ロ
ー
ス
肉
や
モ
モ
肉
は
、
捕
獲
後
30
分

以
内
の
メ
ス
、
2
歳
以
下
の
オ
ス
の
個

体
の
み
を
原
料
と
し
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
独
自
の
熟
成
技
術
に
よ
り
、
ジ
ビ
エ

肉
特
有
の
臭
み
が
少
な
く
、
柔
ら
か
い

肉
質
が
お
い
し
さ
の
秘
密
で
す
。

食
文
化

り
組
ん
で
お
り
、
そ
の
拠
点
と
な
っ
て

い
る
の
が
農
畜
産
物
加
工
施
設
「
酪
楽

館
」
で
す
。

村
自
慢
の
良
質
な
生
乳
で
作
ら
れ
た

ナ
チ
ュ
ラ
ル
チ
ー
ズ
「
鶴
居
」
は
、オ
ー

ル
ジ
ャ
パ
ン
ナ
チ
ュ
ラ
ル
チ
ー
ズ
コ
ン

テ
ス
ト
に
お
い
て
、
最
高
賞
を
含
む

数
々
の
賞
を
6
大
会
連
続
で
受
賞
し
、

北
海
道
地
チ
ー
ズ
博
2
0
2
2
ハ
ー

ド
・
セ
ミ
ハ
ー
ド
部
門
で
は
1
位
に
輝

く
な
ど
、
多
く
の
人
に
そ
の
品
質
が
認

め
ら
れ
、
村
の
代
表
的
な
特
産
品
と

な
っ
て
い
ま
す
。

厳
選
素
材
と
加
工
技
術
で

味
わい
深
いエ
ゾ
シ
カ
肉

狩
猟
や
駆
除
で
捕
獲
さ
れ
た
エ
ゾ
シ

カ
を
地
域
の
大
切
な
食
資
源
と
し
て
活

用
し
、
捕
獲
か
ら
食
肉
加
工
ま
で
を
一

貫
し
て
行
っ
て
い
る
の
が
「
未
楽
来
工

房
」
で
す
。
同
社
の
エ
ゾ
シ
カ
肉
ブ
ラ

ン
ド
「
鶴
居
ベ
ニ
ソ
ン
」
は
厳
選
し
た

素
材
と
高
い
加
工
技
術
が
特
長
。
特
に

　「ぎゅっち」はナチュラルチーズ「鶴居」と、標
茶町のブランド牛「星空の黒牛」を使った地域間
連携コラボ商品。2020 年の発売以降、人気を博
しています。村内でできたてを味わえるのが、地域
特産品等販売促進施設「鶴居たんちょうプラザ」。
【関連ページP23】
　店長の赤本卓也さんはぎゅっちの開発者でもあり、
「ぎゅっちはチーズと肉汁の一体感が抜群。揚げた
ては、肉汁と溶けたチーズが口いっぱいに広がりま
す。鶴居は質の良い食材がそろっているので、地域
の皆さんの声を聞いて新たな産品を生み出すクリエイ
ティブな場でありたい」と話します。

おいしさがあふれ出る
チーズ入りメンチカツ「ぎゅっち」

T・O・P・I・C

備
し
ま
し
た
。

ブ
ラ
ッ
ス
リ
ー
ノ
ッ
ト
が
鶴
居
村
を

拠
点
に
選
ん
だ
理
由
は
、
ビ
ー
ル
醸
造

に
適
し
た
お
い
し
い
水
と
、
ク
ラ
フ
ト

ビ
ー
ル
の
イ
メ
ー
ジ
に
ふ
さ
わ
し
い
豊

か
な
自
然
環
境
。「
ノ
ッ
ト（
k
n
o
t
）」

が
結
び
目
を
意
味
す
る
よ
う
に
、
人
や

自
然
、
地
域
と
の
結
び
目
が
生
ま
れ
る

場
所
で
あ
り
た
い
と
い
う
願
い
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

酪楽館のチーズ製品

鶴居村産山幸種使用
「クロンヌルージュ」

ぎゅっち（写真右）を
販売している「鶴居
たんちょうプラザ」（写
真下）と赤本さん

花鳥風月と道東をイメージした定番商品 ブラッスリーノットの外観（写真上）と醸造所の内部（写真下）
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2
0
1
8
年
に
北
海
道
遺
産
に
選
定
さ
れ
た「
北
海
道
の
簡
易
軌
道
」。

そ
の
一
つ
で
あ
る
鶴
居
村
営
軌
道
は
、昭
和
初
期
か
ら
約
40
年
間
に
わ
た
っ
て
村
の
暮
ら
し
を
支
え
ま
し
た
。

鶴
居
村
で
は
、歴
史
的・文
化
的
資
源
と
し
て
保
全・活
用
を
進
め
、そ
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
く
と
と
も
に
、

簡
易
軌
道
が
存
在
し
た
他
地
域
と
も
連
携
し
て
全
道
的
に
簡
易
軌
道
の
歴
史
を
伝
え
る
活
動
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

鶴
居
村
の
発
展
を
支
え
た

40
年
の
あ
ゆ
み

大
正
末
期
か
ら
昭
和
40
年
代
に
か
け

て
、
入
植
者
の
生
活
を
支
え
続
け
た
鉄

路
で
あ
る
簡
易
軌
道
は
、
農
業
・
酪
農

地
域
の
労
苦
と
発
展
を
語
る
う
え
で
不

可
欠
な
存
在
で
す
。

鶴
居
村
で
は
、
1
9
2
1
（
大
正
10
）

年
に
団
体
入
植
が
開
始
。1
9
2
3（
大

正
12
）
年
に
発
生
し
た
関
東
大
震
災
で

は
、
被
災
者
の
救
済
の
た
め
北
海
道
へ

の
入
植
が
推
奨
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に

伴
い
増
加
し
た
入
植
者
の
交
通
手
段
と

し
て
、
内
務
省
北
海
道
庁
は
道
東
・
道

北
を
中
心
に
「
殖
民
軌
道
」（
戦
後
の

簡
易
軌
道
）
の
敷
設
を
進
め
ま
し
た
。

根
室
本
線
新
富
士
駅
か
ら
鶴
居
村
ま

で
は
1
9
2
7（
昭
和
2
）年
に
開
業
、

当
初
は
馬
力
に
よ
り
ま
し
た
。
以
降
、

釧
路
市
へ
の
人
の
移
動
や
物
資
の
運
搬

な
ど
を
担
い
、
鶴
居
村
の
発
展
に
重
要

な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

1
9
5
3
（
昭
和
28
）
年
に
は
、
国

鶴
居
村
営
軌
道

か
ら
村
に
管
理
が
委
託
さ
れ
「
鶴
居
村

営
軌
道
」
と
な
り
ま
し
た
。
昭
和
30
年

代
ま
で
は
活
発
に
利
用
さ
れ
て
い
た
も

の
の
、
道
路
整
備
や
路
線
バ
ス
運
行
な

ど
交
通
事
情
の
変
化
か
ら
、
1
9
6
7

（
昭
和
42
）
年
、
運
行
歴
40
年
の
節
目

を
も
っ
て
幕
を
降
ろ
し
ま
し
た
。

　私は子どもの頃から機械が好きで、ラジオを解体し
てみたり、おもちゃを買ってもらえば中を見ないと気が
済まないような子でした。そんな機械好きが高じ、中
学卒業後に殖民軌道の車庫工場に勤務。高校進
学を望んでいた親の反対を押しきっての就職でした。
　仕事はすべて見よう見まねで覚え、自力で学んでき
ました。運転士として最も過酷だったのが、雪との闘
いです。釧路までの沿線には、2ｍもの高さに雪が
吹きだまる難所があり、脱線すると一晩中、雪かきを
しなければなりません。ガソリンカー時代は脱線が日
常茶飯事でしたし、10 人がかりで雪かきをして一晩
かかることもありました。寒さや空腹などは感じる暇も
ありませんでした。
　村営軌道の主な役目は、鶴居・釧路間の人の輸
送。鶴居からは出張に行く役場や農協の人たちを乗
せ、釧路からは定期的に衣類などの問屋さんが乗っ
ていました。ほかに釧路からは、豆腐や油揚げなどを
運び、村営になってからは郵便物を毎日運んでいまし
た。車両は、立って乗ると定員60 人ぐらい。昼は
乗客が少ないですが、朝晩は多かったですね。
　時には妊婦さんやけがした人を釧路まで運ぶ救急
車代わりにもなりました。一番楽しかったのは、臨時
列車で花火大会を見に行ったことでしょうか。
　鶴居村営軌道の最後の勤務は1967（昭和 42）
年 8月のお盆過ぎでした。長く勤務しましたが、辞め
ようと思ったことは不思議と一度もありません。いま振
り返ると、やっぱり機械が好きだったからだと思います。
　「北海道の簡易軌道」が北海道遺産に選定され
たことを機に、鶴居村営軌道の歴史と文化が後世に
大切に受け継がれていくことを願っています。

鶴 居 村 営 軌 道 の 記 憶

鶴居村営軌道OB

小野 正彦さん
（1933年鶴居村生まれ）

■鶴居村営軌道のあゆみ
年 できごと

1925 大正14年 起工
1927 昭和2年 本線（新富士～中雪裡）28.8km、支線（下幌呂～上幌呂）15.5km

の計 44.3kmが竣工、開通式が行われる
1929 昭和4年 使用開始の告示（書類上の正式開業）、雪裡線運行組合と幌呂線

運行組合が設立される
1932 昭和7年 雪裡、幌呂軌道運行組合が合併し「雪幌線運行組合」となる（組

合員数 400人）
1941 昭和16年 藤村敏一によるバス改造木炭カーが運行開始、上幌呂国民学校で

開通式を挙行、それまでの片道約 8時間が約 2時間半に短縮
1943 昭和18年 幌呂線延長完成（上幌呂～新幌呂・3.8km）
1952 昭和27年 北海道開発局による動力化改良工事着工
1953 昭和28年 北海道開発局から村に管理委託となり「鶴居村営軌道」となる、

これにより雪幌線運行組合が解散
1956 昭和31年 簡易軌道で初となる自走客車（ディーゼルカー）投入、これによ

り新富士～中雪裡が 1時間 20分に短縮
1961 昭和36年 動力化の改良工事が完了、国道 38号線の交通量増加により鳥取

～鶴野で経路変更（新線へ切替）
1967 昭和42年 8 月、運行休止
1968 昭和43年 廃止となる

「鶴居村ふるさと情報館」の屋外展示では、昭和30年代に鶴居村営軌道で活躍したディーゼル機
関車や自走客車（ディーゼルカー）、有蓋貨車を見学できます

上幌呂に到着した「若鶴号」
1959-7-31　上幌呂★

転車台で方向転換する単端式（運転台が片側のみ）の「若鶴
号」
1959-7-31　上幌呂★

続行運転で来た2両の自走客車（ディーゼルカー）は、下幌呂
で中雪裡行きと上幌呂行きに分かれる
1959-7-31　下幌呂★

★の写真：J・W・ヒギンス氏撮影　名古屋レール・アーカイブス蔵

8トンディーゼル機関車（日本輸送機・1954年製）※1950年代

線路の保守作業、湿原区間は特に手
間がかかった※1960年代

側面には「雪幌線ガソリンカー」の文字※1950年代前半

発車が迫り、急ぐ乗客たち※1960
年代　新富士

鶴居村営軌道跡は現在、「釧路湿原探勝路」として整備・活用されています情報協力：釧路市立博物館 ※印の写真：鶴居村教育委員会蔵
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「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」連
合
の

  
加
盟
自
治
体
と
し
て

自
然
と
人
間
の
営
み
が
長
い
年
月
を
か
け
て
つ
く
り
上
げ
た

本
当
に
美
し
い
日
本
を
未
来
に
残
し
た
い
。

小
さ
く
て
も
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
輝
き
を
持
つ
日
本
の
美
し
い
村
を
─
─
。

そ
れ
が
「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合
の
基
本
理
念
で
す
。

失
っ
た
ら
二
度
と
取
り
戻
せ
な
い
日
本
の
農
山
漁
村
の
景
観
・
文
化
を
守
り
つ
つ
、

最
も
美
し
い
村
と
し
て
の
自
立
を
目
指
す
と
い
う
趣
旨
に
共
鳴
し
、

鶴
居
村
は
、
2
0
0
8
年
か
ら
同
連
合
に
加
盟
し
て
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

美
し
い
村
に
誇
り
を
持
ち

住
民
自
ら
の
手
で
進
め
る

地
域
づ
く
り

N
P
O
法
人
「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」

連
合
は
、
す
ば
ら
し
い
資
源
を
持
つ
美
し
い

地
域
が
誇
り
を
持
ち
、
将
来
に
わ
た
っ
て
美

し
い
地
域
づ
く
り
を
行
い
、
地
域
の
活
性
化

と
自
立
を
住
民
自
ら
の
手
で
推
進
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
を
モ
デ
ル
に

2
0
0
5
年
か
ら
日
本
で
活
動
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

生
活
の
営
み
に
よ
り
形
成
さ
れ
て
き
た
景

観
・
環
境
や
地
域
の
伝
統
文
化
を
守
り
、

こ
れ
ら
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
観
光
的

付
加
価
値
を
高
め
、
地
域
の
資
源
の
保
護

と
地
域
経
済
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

加
盟
自
治
体
は
全
国
約
60
町
村

（
2
0
2
3
年
11
月
現
在
）
で
、
基
本
理
念
を
共

有
し
つ
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
地
域
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

5
年
ご
と
の
資
格
審
査
で

鶴
居
村
は
高
い
評
価

す
べ
て
の
加
盟
自
治
体
は
、
5
年
程
度

に
1
度
の
再
審
査
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
て

お
り
、加
盟
後
も
「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」

と
し
て
妥
当
か
ど
う
か
に
つ
い
て
資
格
審
査

が
な
さ
れ
ま
す
。

2
0
2
2
年
の
資
格
審
査
に
お
い
て
、

鶴
居
村
は
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
や
今
後

の
可
能
性
も
含
め
て
高
い
評
価
を
受
け
ま
し

た
。今

後
も
「
タ
ン
チ
ョ
ウ
と
共
生
す
る
村
」

と
し
て
、
自
然
の
恵
み
や
豊
か
な
環
境
、

地
域
資
源
を
最
大
限
に
生
か
し
な
が
ら
、

鶴
居
村
ら
し
い
美
し
い
村
づ
く
り
を
進
め
て

い
き
ま
す
。【
関
連
ペ
ー
ジ
P
28
・
29
】

ⓒ和田正宏
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鶴
居
村
は
、将
来
の
む
ら
づ
く
り
の
指
針
と
し
て
、

2
0
2
7
年
度
ま
で
の
10
年
間
を
計
画
期
間
と
す
る

第
5
次
鶴
居
村
総
合
計
画「
つ
る
い
未
来
創
造
プ
ラ
ン
」を
進
め
て
い
ま
す
。

次
鶴
居
村
総
合
計
画「
つ
る
い
未
来
創
造
プ
ラ
ン
」を
進
め
て
い
ま
す
。

●
美
し
い
自
然
を
生
か
し
た
む
ら
づ
く
り

村
の
強
み
で
あ
る
美
し
い
自
然
の
保
全
と
共
生
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

地
域
資
源
を
活
か
し
た
観
光
や

新
た
な
産
業
の
振
興
に
取
り
組
む
む
ら
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

●
村
民
に
や
さ
し
い
む
ら
づ
く
り

村
民
の
誰
も
が
安
心
し
て
快
適
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
、

と
も
に
支
え
合
い
、

生
き
が
い
を
持
っ
て
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
る
む
ら
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

●「
鶴
居
び
と
」を
醸
成
す
る
む
ら
づ
く
り

鶴
居
村
に
愛
着
と
プ
ラ
イ
ド
を
持
ち
、

豊
か
な
人
間
性
を
持
っ
た
「
鶴
居
び
と
」
を
醸
成
し
ま
す
。

ま
た
、「
鶴
居
び
と
」
の
資
質
を
も
と
に
、

世
代
や
地
域
、
立
場
を
超
え
、

村
民
と
行
政
が
協
力
し
合
っ
て
よ
り
よ
い
む
ら
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

む
ら
づ
く
り
の
方
向

世
代
や
地
域
、
立
場
を
超
え
、

村
民
と
行
政
が
協
力
し
合
っ
て
よ
り
よ
い
む
ら
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

基
本
目
標
1

【
産
業
・
雇
用
・
観
光
】

地
域
特
性
を
活
か
し
た
活
力
あ
る
む
ら
づ
く
り

豊
か
で
活
力
の
あ
る
む
ら
づ
く
り
に
向
け
て
、
第
1
次
産
業
か
ら
第
3
次
産
業
ま

で
多
様
で
調
和
の
と
れ
た
魅
力
と
活
力
あ
ふ
れ
る
産
業
振
興
を
推
進
し
ま
す
。

基
本
目
標
2

【
保
健
・
医
療
・
福
祉
】

と
も
に
支
え
合
い
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
む
ら
づ
く
り

未未未
あああ

来来来
すすす

を奏でるを奏でるを奏でる
～協働による新たな時代への挑戦～

鶴
居
村
は
、将
来
の
む
ら
づ
く
り
の
指
針
と
し
て
、

2
0
2
7
年
度
ま
で
の
10
年
間
を
計
画
期
間
と
す
る

第

次
鶴
居
村
総
合
計
画「
つ
る
い
未
来
創
造
プ
ラ
ン
」を
進
め
て
い
ま
す
。

第
5
次
鶴
居
村
総
合
計
画「
つ
る
い
未
来
創
造
プ
ラ
ン
」を
進
め
て
い
ま
す
。

●●
美
し
い
自
然
を
生
か
し
た
む
ら
づ
く
り

美
し
い
自
然
を
生
か
し
た
む
ら
づ
く
り

村
の
強
み
で
あ
る
美
し
い
自
然
の
保
全
と
共
生
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

地
域
資
源
を
活
か
し
た
観
光
や

新
た
な
産
業
の
振
興
に
取
り
組
む
む
ら
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

●
村
民
に
や
さ
し
い
む
ら
づ
く
り

村
民
の
誰
も
が
安
心
し
て
快
適
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
、

と
も
に
支
え
合
い
、

生
き
が
い
を
持
っ
て
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
る
む
ら
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

●「
鶴
居
び
と
」を
醸
成
す
る
む
ら
づ
く
り

鶴
居
村
に
愛
着
と
プ
ラ
イ
ド
を
持
ち
、

豊
か
な
人
間
性
を
持
っ
た
「
鶴
居
び
と
」
を
醸
成
し
ま
す
。

ま
た
、「
鶴
居
び
と
」
の
資
質
を
も
と
に
、

世
代
や
地
域
、
立
場
を
超
え
、

む
ら
づ
く
り
の
方
向

世
代
や
地
域
、
立
場
を
超
え
、

村
民
と
行
政
が
協
力
し
合
っ
て
よ
り
よ
い
む
ら
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

基
本
目
標
1

【
産
業
・
雇
用
・
観
光
】

地
域
特
性
を
活
か
し
た
活
力
あ
る
む
ら
づ
く
り

地
域
特
性
を
活
か
し
た
活
力
あ
る
む
ら
づ
く
り

豊
か
で
活
力
の
あ
る
む
ら
づ
く
り
に
向
け
て
、
第

で
多
様
で
調
和
の
と
れ
た
魅
力
と
活
力
あ
ふ
れ
る
産
業
振
興
を
推
進
し
ま
す
。

【
保
健
・
医
療
・
福
祉
】

と
も
に
支
え
合
い
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
む
ら
づ
く
り

基
本
目
標
2

【
保
健
・
医
療
・
福
祉
】

と
も
に
支
え
合
い
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
む
ら
づ
く
り

を奏でるを奏でるを奏でる
～協働による新たな時代への挑戦～～協働による新たな時代への挑戦～～協働による新たな時代への挑戦～～協働による新たな時代への挑戦～

鶴居スタイルの鶴居スタイルの鶴居スタイルの鶴居スタイルの鶴居スタイルの鶴居スタイルの確立確立確立
す
べ
て
の
住
民
が
健
や
か
に
安
心
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
健
康
・
福
祉
の
向

上
に
努
め
ま
す
。
各
種
保
健
事
業
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
住
民
組
織
や
団
体

な
ど
と
連
携
し
、
地
域
ぐ
る
み
の
健
康
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
住
民
の

命
を
守
る
た
め
安
心
し
て
必
要
な
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
や
救
急
医

療
体
制
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

基
本
目
標
3

【
生
活
環
境
】

安
心
・
安
全
で
快
適
に
暮
ら
せ
る
む
ら
づ
く
り

本
村
を
取
り
巻
く
豊
か
で
美
し
い
自
然
環
境
と
調
和
し
た
、
誰
も
が
快
適
で
暮
ら

し
や
す
く
、
安
ら
ぎ
と
う
る
お
い
の
あ
る
生
活
環
境
の
形
成
を
推
進
し
ま
す
。
ま

た
、
消
防
・
救
急
体
制
の
充
実
、
交
通
安
全
・
防
犯
対
策
の
推
進
な
ど
の
取
り
組

み
を
進
め
、
誰
も
が
安
心
・
安
全
で
快
適
に
暮
ら
せ
る
む
ら
を
め
ざ
し
ま
す
。

基
本
目
標
4

【
環
境
保
全
】

豊
か
な
自
然
と
共
生
す
る
美
し
い
む
ら
づ
く
り

本
村
に
は
豊
か
な
自
然
、
美
し
い
景
観
な
ど
都
市
で
は
得
る
こ
と
の
で
き
な
い
魅

力
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
魅
力
を
次
の
世
代
へ
と
大
切
に
つ
な
ぐ
た
め
、
自
然
と
調

和
し
た
循
環
型
社
会
の
形
成
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
公
園
や
緑
地
の
整
備
、
景
観

形
成
な
ど
を
通
じ
て
「
美
し
い
村
」
に
ふ
さ
わ
し
い
む
ら
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

基
本
目
標
5

【
教
育
・
文
化
】

豊
か
な
人
間
性
を
育
む
む
ら
づ
く
り

次
代
を
担
う
子
ど
も
が
健
や
か
に
育
つ
た
め
の
教
育
環
境
の
充
実
、
各
世
代
が
生

涯
学
習
や
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
に
親
し
む
環
境
の
整
備
を
図
り
、
豊
か
な
人
間
性
を

備
え
た
「
鶴
居
び
と
」
の
醸
成
を
め
ざ
し
ま
す
。

基
本
目
標
6

【
地
域
づ
く
り
・
行
財
政
】

み
ん
な
で
歩
む
協
働
の
む
ら
づ
く
り

積
極
的
な
情
報
公
開
と
村
民
参
画
に
よ
る
協
働
の
取
組
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

自
主
・
自
立
し
た
行
財
政
基
盤
、
効
率
的
で
健
全
な
行
財
政
を
進
め
る
体
制
を
確

立
し
、
信
頼
さ
れ
る
行
政
運
営
を
推
進
し
ま
す
。

むらづくりの
テーマ
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1
0
0
年
先
を
見
す
え
た

豊
か
な
森
林
づ
く
り

村
の
総
面
積
の
約
64
％
を
森
林
が
占
め

て
い
る
た
め
、
林
業
は
酪
農
に
次
ぐ
基
幹
産

業
で
す
。
村
の
森
林
は
釧
路
湿
原
の
上
流

域
に
位
置
す
る
こ
と
か
ら
、
自
然
環
境
に
配

慮
し
た
森
林
施
業
に
早
く
か
ら
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
鶴
居
村
森
林
組
合
で

は
2
0
1
0
年
以
降
、
林
業
先
進
地
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
を
手
本
に
持
続
可
能
な
森
林
管
理
手

法
を
導
入
・
実
践
し
、1
0
0
年
先
の
豊
か

な
森
林
づ
く
り
に
つ
な
が
る
作
業
シ
ス
テ
ム

を
構
築
し
て
き
ま
し
た
。
排
水
性
に
優
れ
た

欧
州
型
作
業
道
の
屋
根
型
の
構
造
に
よ
り
、

林
地
へ
の
ダ
メ
ー
ジ
を
最
小
限
に
抑
え
、
大

雨
に
強
く
、
湿
原
に
土
砂
が
流
れ
に
く
い
工

夫
を
し
て
い
ま
す
。

良
質
な
地
域
材
は
用
材
や
薪
、
木
炭
な

ど
に
利
用
さ
れ
る
ほ
か
、
村
の
地
域
資
源
循

環
活
用
施
設
で
製
造
さ
れ
た
お
が
粉
は
牛

舎
の
敷
料
と
し
て
酪
農
を
支
え
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
近
年
で
は
、
森
林
環
境
税
や
森

林
環
境
譲
与
税
の
活
用
を
推
進
し
、
森
林

施
業
や
森
林
作
業
道
整
備
、
林
業
の
担
い

手
確
保
、
森
林
環
境
教
育
、
木
育
活
動
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

一
年
を
通
し
て
乗
馬
が
で
き
る

鶴
居
ど
さ
ん
こ
牧
場

鶴
居
ど
さ
ん
こ
牧
場
は
、
北
海
道
の
開

拓
に
欠
か
せ
な
か
っ
た
「
道
産
馬
（
ど
さ
ん

こ
）」
に
よ
る
ホ
ー
ス
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
が
で

き
る
施
設
で
す
。

ど
さ
ん
こ
の
正
式
名
は
「
北
海
道
和
種

馬
」。
日
本
で
も
珍
し
い
在
来
馬
の
一
種
で
、

開
拓
期
に
運
搬
馬
や
農
耕
馬
と
し
て
活
躍

し
た
、
道
民
に
は
な
じ
み
深
い
馬
で
す
。

鶴
居
ど
さ
ん
こ
牧
場
で
は
、
一
年
を
通
し

鶴
居
で
楽
し
む
サ
イ
ク
リ
ン
グ

道
東
の
拠
点
づ
く
り
へ

鶴
居
村
で
は
近
年
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を

て
ホ
ー
ス
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
、
馬
の
背
に
揺
ら
れ
な
が
ら
釧
路
湿
原

国
立
公
園
内
に
踏
み
入
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
人

気
で
す
。
宿
泊
が
で
き
る
の
で
長
期
滞
在

も
多
く
、
日
帰
り
で
も
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時

間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

村
の
新
た
な
魅
力
づ
く
り
に
生
か
す
取
り

組
み
が
活
発
で
す
。
そ
の
代
表
的
な
イ
ベ
ン

ト
が
、
村
民
の
森
で
開
催
さ
れ
た
「
Ｔ
Ｓ
Ｕ

Ｒ
Ｕ
Ｉ
サ
イ
ク
ル
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」。
幼
児
か
ら
80
代
ま
で
参
加
す
る
マ
ウ

ン
テ
ン
バ
イ
ク
レ
ー
ス
と
地
域
の
食
が
楽
し

め
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

主
催
し
た
「
鶴
居
サ
イ
ク
ル
ス
ポ
ー
ツ
振

興
会
」
は
、2
0
2
1
年
に
活
動
を
ス
タ
ー

ト
。
サ
イ
ク
ル
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
や
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
を
通
じ
て
、
自
転
車
の
利
用
促

進
や
安
全
意
識
の
向
上
、
健
康
増
進
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

特
産
品
や
観
光
情
報
を
通
じ
て

地
域
の
魅
力
を
発
信
！

地
域
特
産
品
等
販
売
促
進
施
設
「
鶴
居

た
ん
ち
ょ
う
プ
ラ
ザ
」
で
は
、
乳
製
品
や
ク

ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
、
エ
ゾ
シ
カ
肉
を
使
っ
た
加

工
食
品
、
地
元
作
家
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
ク

ラ
フ
ト
製
品
な
ど
の
特
産
品
や
地
場
産
品

を
販
売
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
鶴
居
村
を
は

じ
め
と
す
る
周
辺
地
域
の
観
光
情
報
を
発

信
し
て
い
ま
す
。

鶴
居
村
を
訪
れ
た
人
に
は
、
こ
こ
に
し
か

な
い
も
の
を
見
つ
け
る
楽
し
み
が
あ
り
、
村

産
業
・
雇
用
・
観
光

地
域
特
性
を
活
か
し
た
活
力
あ
る

む
ら
づ
く
り

酪
農
に
加
え
、
地
域
資
源
を
生
か
し
た
林
業
や
観
光
な
ど
も
鶴
居
村
を
支
え
る
重
要
な
産
業
で
す
。

活
力
あ
ふ
れ
る
多
様
な
産
業
に
よ
り
、
村
の
経
済
成
長
力
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

（有）泰都 専務取締役
BICYCLE SQUARE サイクリングガイド・インストラクター

和田 貴義さん

つなごう！未来へ

　（有）ହ౎が運営する「)0T&-‌T"*T0」
に併設した「#*$:$-&‌426"R&（バ
イスク）」をڌ点として、サイクリング
事業を展開している和田貴ٛさん。
「鶴居村の大自然のັ力を体感してほ
しい」と自らコースを造成し、多࠼なサ
イクリングツアーに取り組んでいます。
　鶴居村の代表的な観ޫݯࢿといえば
タンチョウと釧路湿原ですが、「それだけ
ではなく、酪農やྛ業など地域にີ着し
た฻らしの風景もັ力。目的地までのプ
ロセスも含めて地域をまる͝ と楽しめるの
がサイクリングです」
　෕で写真Ոの和田正宏さんの撮影に
༮い頃から一ॹに出かけ、撮影スϙット
の見つけ方や౔地צなどをٵऩしたとݴ
い、その経験を存分に生かして、2022
年には独自のサイクリングϚップを作成。
「鶴居で生まれ育った自分にしかできない
ັ力発信として、サイクルツーリズムを根
づかせられたらうれしい。体験の主役はお
客さま。道内外から自転車を࣋って鶴居
に༡びに来てほしい」と話します。
　૝いを共有する有志とともに「鶴居サ
イクルスϙーツ振ڵ会」を立ち上げ、サイ
クルイϕントを通じて地域のネットワークづ
くりにも取り組んでいます。

民
や
地
域
住
民
に
と
っ
て
は
、
気
軽
に
交
流

の
で
き
る
場
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

【
関
連
ペ
ー
ジ
Ｐ
15
】

鶴
居
な
ら
で
は
の
魅
力
を

サ
イ
ク
リ
ン
グ
で

体
感
し
て
ほ
し
い

鶴居村৿ྛ組合

村内で生産される木炭

ϗーストレッキング

̨̩ ̧̪ ̪̞サイクルスϙーツフΣスティバル

「鶴居たんちょうプラザ」つる̈́ ーのՈ
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子
ど
も
の
健
や
か
な

成
長
を
支
え
る

子
育
て
支
援
拠
点
複
合
施
設

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
「
こ
す
も
す
」
は
、
保

育
園
、
学
童
保
育
、
児
童
館
、
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
兼
ね
備
え
た
子
育
て
支

援
拠
点
複
合
施
設
で
す
。

子
育
て
世
帯
の
利
便
性
や
交
流
機
会
の
向

上
を
目
指
し
、
施
設
の
複
合
的
機
能
を
生
か

保
健
・
医
療
・
福
祉

NPO法人ソレゾレ　副理事長

角田 めぐみさん

　自然๛かな高台にある「ソレκレ　カラー
ズ」は、2021年にオープンした村内初のো
害ࣇ通所施設。運営を୲う֯田めぐみさん
は、「ো害のあるお子さんや発ୡに心配の
あるお子さんに์՝後や休日の居場所をఏ
するhڙ ์՝後デイサービス とɦ、一時的
な見守りを行うh 日中一時支ԉ をɦ行って
います」と話します。
　֯田さんは釧路管内で長く小学校教員を
務め、૝いを࣮現するためにୀ職して「ソ
レκレ」を設立。「私はࣇࡾの฼で、重度
োがいのある࣍உを育てながら教員を続け
られたのも地域の皆さんのサϙートがあっ
たから。コロナՒで臨時休校が続いた時期
に、子どもたちにとってՈ庭や学校以外の
〝ୈࡾの居場所〟がඞ要だと௧感し、子育
て環境に༏れた鶴居ならきっとできると一
念発起しました」と話します。
　事業開始から約3年間で、ソレκレの運営
を支える人のྠは村内外に広がり、地域のさ
まざまな世代の人たちが自分のできる方法
で協力してくれることがྭみだとݴいます。
　「ソレκレは、鶴居村ならではの自然環
境での༡びや体験を通して、子どもたちが
自分らしく過͝せる場づくりを目指していま
す。鶴居村のՁ஋を生かし、みんなが҆心
して過͝すことのできるୈࡾの居場所づく
りをしていこうと思います」

し
た
運
営
の
充
実
に
努
め
て
い
ま
す
。

施
設
内
は
木
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
温
も

り
の
あ
る
空
間
で
、
南
面
に
配
置
し
た
保
育

室
や
、
自
然
光
を
採
り
入
れ
た
明
る
い
遊
戯

室
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
が
の
び
の
び
と
過
ご

せ
る
工
夫
を
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
食
を
通
じ
て
子
ど
も
た
ち
の
成

長
を
促
し
、
子
育
て
世
帯
の
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
、
給
食
費
用
の
完
全
無
償
化
も

継
続
し
て
い
ま
す
。

に
開
所
し
ま
し
た
。

地
域
福
祉
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
拠
点
と
し

て
、
施
設
内
に
鶴
居
村
社
会
福
祉
協
議
会

を
置
き
、
交
流
ス
ペ
ー
ス
、
会
議
室
、
ホ
ー

ル
な
ど
を
備
え
て
い
ま
す
。
月
1
回
行
わ
れ

る
サ
ロ
ン
活
動
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
教
室
や
介

護
予
防
の
「
ふ
ま
ね
っ
と
運
動
」
な
ど
が
定

着
し
、
高
齢
者
を
は
じ
め
多
世
代
が
集
う

場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

医
療
環
境
を
提
供

医
療
の
安
定
確
保
を
図
る
こ
と
は
、
村
民

の
健
康
維
持
と
安
心
し
た
暮
ら
し
に
欠
か
せ

な
い
最
も
重
要
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

村
で
は
、鶴
居
村
立
鶴
居
診
療
所
（
内
科・

小
児
科
・
外
科
）
の
診
療
や
運
営
の
充
実

を
図
る
と
と
も
に
、つ
る
い
養
生
邑
病
院（
内

科
・
精
神
科
・
神
経
科
）
と
の
連
携
、
鶴
居

歯
科
診
療
所
（
歯
科
）
の
経
営
安
定
の
た

め
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
釧
路
圏
域
に
お
け
る
2
次
医
療

圏
の
医
療
提
供
体
制
と
連
携
し
て
、
村
民

が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
医
療
の

確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。

高
齢
者
を
は
じ
め
多
世
代
が

集
う
地
域
福
祉
サ
ロ
ン

村
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
あ
す
ぽ
っ
と
」
は
、

村
民
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
過

ご
す
こ
と
が
で
き
、
と
も
に
支
え
合
い
、
ふ

れ
あ
い
を
通
じ
た
地
域
福
祉
活
動
の
向
上

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、2
0
2
1
年

ま
た
、
非
常
用
電
源
10
カ
所
を
備
え
た

福
祉
避
難
所
と
し
て
の
機
能
も
あ
り
、
災

害
時
に
も
対
応
す
る
施
設
と
し
て
活
用
し

て
い
き
ま
す
。

村民෱ࢱセンター「あすΆっと」

鶴居ࣃՊ਍ྍ所

子どもセンター「こすもす」

「あすΆっと」でのサロン活動

鶴居村立鶴居਍ྍ所

つなごう！未来へ

安
心
し
て
過
ご
せ
る

第
三
の
居
場
所
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
ま
す

と
も
に
支
え
合
い

生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
む
ら
づ
く
り

住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
と
も
に
支
え
合
い
な
が
ら
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
よ
う
、

鶴
居
村
で
は
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
充
実
に
努
め
て
い
ま
す
。【
Ｐ
34
・
35
参
照
】

今
後
も
、
村
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
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安
心
・
安
全
で

快
適
に
暮
ら
せ
る
む
ら
づ
く
り

鶴
居
村
は
、
釧
路
・
根
室
管
内
で
唯
一
、
転
入
者
数
が
転
出
者
数
を
上
回
る
「
転
入
超
過
」
の
自
治
体
（
2
0
2
2
年
度
）
で
す
。

村
の
価
値
で
あ
る
快
適
で
暮
ら
し
や
す
く
、
や
す
ら
ぎ
の
あ
る
生
活
環
境
を
さ
ら
に
高
め
て
い
き
ま
す
。

つなごう！未来へ

全ށに設置されている*P告஌端຤と
モバイルアプリ

豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
た

森
の
中
の
住
宅
地

村
で
は
、
村
民
の
定
住
促
進
や
村
外
か

ら
の
移
住
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
下

幌
呂
地
区
を
中
心
に
宅
地
を
造
成
し
て
い

ま
す
。

下
幌
呂
地
区
で
分
譲
販
売
を
し
て
い
る

生
活
環
境

美容室コンフィ　店主　

田畑 加奈さん

　2019年、釧路市から鶴居村に෉婦でҠ
住した田畑加ಸさん。自然๛かな৿のそば
に住居݉ඒ༰室を新ஙし、鶴居村ならでは
のライフスタイルを楽しんでいます。
　「私たち෉婦は大の愛ݘՈで、アウトド
アも好き。大2ݘܕ಄を子どものように育
て、ݘがメインの生活を送っています。自
然๛かな環境にいると、仕事と生活とのバ
ランスが整いやすくշ適です。෉は釧路市
内に通勤していますが、Ոから車で20分ぐ
らいなので、転居後も不便はありません」
と話します。
　田畑さんが「5௶の小さな৿のඒ༰室」
と呼ぶ現在のサロンは、お客さまと1対1で
過͝せるԺやかなプライϕート空間。正面
のϐクチャーウィンドウからは、四季の৿
の風景がֆըのように見え、お客さまとの
会話も஄みます。　
　「住居݉サロンになったことで時間に追
われず、仕事の合間にݘの散歩ができるよ
うになりました。私自਎が気࣋ちに༨༟を
もって生活することが、ݘのリラックス度
や݈߁状ଶに表れるんです。お客さまも༊
やされにいらっしゃいますよ」。自然にғま
れた鶴居村での฻らしが、公私の両面に良
いリズムを生んでいるようです。

「
夢ゆ

め

の
杜も

り

団
地
」
と
「
希の

ぞ
み

の
杜も

り

団
地
」
は
、

釧
路
湿
原
国
立
公
園
が
眼
下
に
広
が
る
自

然
環
境
の
豊
か
な
場
所
に
あ
り
、
釧
路
市

や
釧
路
空
港
に
も
車
で
約
30
分
と
い
う
距

離
に
あ
り
ま
す
。
鶴
居
村
な
ら
で
は
の
の

ど
か
な
自
然
環
境
を
生
か
し
た
ロ
ケ
ー

シ
ョ
ン
と
、
都
市
部
で
は
確
保
し
に
く
い

広
い
敷
地
が
好
評
で
す
。

地
域
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る

鶴
居
村
デ
マ
ン
ド
バ
ス

路
線
バ
ス
を
は
じ
め
と
し
た
公
共
交
通

は
、
通
学
や
通
院
、
買
い
物
な
ど
の
日
常
生

活
に
欠
か
せ
な
い
移
動
手
段
で
す
。村
で
は
、

公
共
交
通
の
現
況
調
査
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

な
ど
か
ら
抽
出
さ
れ
た
課
題
を
も
と
に
、
今

後
の
望
ま
し
い
公
共
交
通
網
の
姿
を
示
し
た

「
鶴
居
村
地
域
公
共
交
通
プ
ラ
ン
」
を
進
め

て
い
ま
す
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
民
間
事
業
者
と
連
携

し
、
利
用
希
望
者
の
予
約
に
よ
り
運
行
す
る

「
鶴
居
村
デ
マ
ン
ド
バ
ス
」
を
2
0
2
1
年

か
ら
幌
呂
地
区
で
運
行
し
て
い
ま
す
。
通
学

や
通
院
な
ど
の
利
用
を
見
込
ん
で
一
日
最
大

4
便
の
運
行
が
可
能
で
、
電
話
予
約
と

L
I
N
E
予
約
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
自

宅
か
ら
自
宅
ま
で
を
送
迎
す
る
「
ド
ア
・

ツ
ー
・
ド
ア
運
行
」
も
実
施
し
、
特
に
冬
場

の
利
用
を
高
め
て
い
ま
す
。

Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
と
ア
プ
リ
の

連
動
に
よ
り
災
害
時
に
も
役
立
つ

地
域
情
報
を
配
信

村
で
は
、
村
民
が
双
方
向
で
や
り
と
り
が

で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し

て
I
P
告
知
端
末
を
全
戸
に
設
置
し
て
い

ま
す
。
村
の
お
知
ら
せ
な
ど
を
自
宅
に
い
な

が
ら
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
、
テ
レ
ビ
電
話

と
し
て
顔
を
見
な
が
ら
の
通
話
も
で
き
ま

す
。ま

た
、Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
と
連
動
し
て
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
情
報
を
得
ら
れ

る
モ
バ
イ
ル
ア
プ
リ「
J
C
-S
m
a
r
t
」

を
活
用
し
て
い
ま
す
。
通
常
時
に
は
地
域
密

着
型
の
情
報
ア
プ
リ
と
し
て
機
能
し
、
災

害
時
に
は
、
避
難
経
路
や
安
否
確
認
に
役

立
つ
防
災
ア
プ
リ
と
し
て
活
用
で
き
る
も
の

で
す
。

༡歩道や公園も整備された「下幌呂希のై団地」

鶴居村デϚンドバス

自
然
に
囲
ま
れ
た
環
境
で

愛
犬
と
の
暮
ら
し
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
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つなごう！未来へ

鶴居村美しい村づくり推進協議会　会長

松井 洋和さん

　鶴居村が「日本で最もඒしい村」連合に加 しໍ
た2008年以降、村民や֤自࣏会の力でඒしい
村づくりのためのさまざまな取り組みが行われてき
ています。こうした取り組みのॆ࣮とともに、村民
や関܎団体との情報共有を図るため、2022年に
「鶴居村ඒしい村づくり推進協議会」が設立され
ました。
　協議会では、4月下०の村民一斉ਗ਼૟のほか、
「日本で最もඒしい村」連合が行う10月のビュー
ティフルデーに村内のਗ਼૟活動や地域の文化に
৮れる活動などを行っています。
　ಉ協議会会長のদҪ༸和さんは、「鶴居村の
皆さんはきれい好きな方が多く、村への愛着度も
高いと思います。地域をඒしく保つために日々౒
力されている֤自࣏会の皆さんの熱ҙと活動をサ
ϙートできる協議会でありたいですね。日本で最も
ඒしい村連合に加 しໍていることは鶴居村の෇
加Ձ஋ですし、村民のތりにもつながっていくと思
います」とޠります。

鶴居村ゼロカーボンシティએݴ

美
し
い
景
観
と
調
和
す
る

太
陽
光
発
電
事
業
を
推
進

村
で
は
、
地
域
と
共
生
し
て
調
和
の
と
れ

た
太
陽
光
発
電
事
業
を
促
進
す
る
た
め
に
、

「
鶴
居
村
美
し
い
景
観
等
と
太
陽
光
発
電
事

業
と
の
共
生
に
関
す
る
条
例
」
を
制
定
し

ま
し
た
。
鶴
居
村
の
美
し
い
景
観
、
豊
か
な

自
然
環
境
や
生
活
環
境
を
村
民
共
通
の
財

産
と
し
、
将
来
に
わ
た
っ
て
そ
の
保
持
・
保

全
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
基
本
理
念
と
し
て
い

ま
す
。

そ
の
た
め
、
条
例
で
は
、
発
電
出
力
が

10
kW
以
上
の
太
陽
光
発
電
施
設
を
設
置
す

る
事
業
者
に
村
へ
の
届
出
を
義
務
付
け
、
適

切
な
管
理
を
行
う
よ
う
定
め
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
村
を
象
徴
す
る
魅
力
的
な
景
観
を

含
む
区
域
や
、
太
陽
光
発
電
事
業
に
よ
っ
て

周
辺
地
域
に
著
し
い
影
響
を
及
ぼ
す
可
能

性
の
あ
る
区
域
な
ど
を
「
抑
制
区
域
」
に

指
定
し
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
を
未
来
に
つ
な
ぐ

鶴
居
村

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言

鶴
居
村
で
は
、
か
け
が
え
の
な
い
ふ
る
さ

と
を
未
来
に
つ
な
い
で
い
く
た
め
、2
0
5
0

年
ま
で
に
二
酸
化
炭
素
排
出
に
つ
い
て
実
質

ゼ
ロ
を
目
指
す
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
」

へ
の
参
加
を
2
0
2
2
年
に
宣
言
し
ま
し
た
。

村
の
組
織
や
施
設
に
お
け
る
す
べ
て
の
事

務
・
事
業
か
ら
発
生
す
る
温
室
効
果
ガ
ス
の

排
出
を
抑
制
す
る
た
め
、
率
先
し
て
地
球

温
暖
化
対
策
の
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
策
定
し
て
い
ま
す
。

環
境
保
全

か
け
が
え
の
な
い
景
観
を

未
来
へ
つ
む
ぐ

鶴
居
村
景
観
計
画

鶴
居
村
の
美
し
い
景
観
、
多
様
な
生
き

物
が
生
息
す
る
豊
か
な
自
然
環
境
、
村
民

が
日
々
生
活
す
る
環
境
は
か
け
が
え
の
な
い

も
の
で
あ
り
、
守
り
、
つ
く
り
、
活
か
す
こ

と
に
よ
り
、
こ
の
美
し
い
村
を
未
来
へ
つ
な

げ
、「
誇
り
あ
る
美
し
い
鶴
居
村
を
つ
く
る
」

こ
と
を
目
標
に
、
景
観
む
ら
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

こ
う
し
た
背
景
か
ら
、
村
は
、
景
観
行
政

団
体
へ
の
移
行
（
2
0
2
4
年
2
月
）、
景

観
条
例
の
制
定
（
2
0
2
3
年
12
月
）、
景

観
法
の
規
定
に
基
づ
く
景
観
計
画
（
か
け
が

え
の
な
い
景
観
を
未
来
へ
つ
む
ぐ
）
の
策
定

を
行
い
ま
し
た
（
2
0
2
4
年
3
月
）。

景
観
計
画
は
、
村
の
景
観
む
ら
づ
く
り
の

総
合
的
な
指
針
と
し
て
、
理
念
や
目
標
、

方
針
、取
り
組
み
な
ど
を
定
め
る
も
の
で
す
。

村
民
を
は
じ
め
事
業
者
、
行
政
が
認
識
を

共
有
し
、
鶴
居
村
な
ら
で
は
の
景
観
む
ら
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

村
民
や
自
治
会
の
手
で

「
美
し
い
村
」
の
価
値
を

高
め
て
い
き
た
い

鶴
居
村
に
は
、
豊
か
な
自
然
や
美
し
い
景
観
な
ど
、

都
市
で
は
得
る
こ
と
の
で
き
な
い
魅
力
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
魅
力
を
次
の
世
代
へ
と
つ
な
い
で
い
く
た
め
、

自
然
環
境
と
調
和
し
た
「
美
し
い
村
」
に
ふ
さ
わ
し
い
む
ら
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

豊
か
な
自
然
と
共
生
す
る

美
し
い
む
ら
づ
く
り

2
0
2
2
年
に
改
訂
し
た
「
鶴
居
村
地

球
温
暖
化
防
止
実
行
計
画
」
の
趣
旨
に
沿
っ

て
、
村
民
や
事
業
者
と
と
も
に
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
実
現
の
た
め
の
意
識
を
共
有
し
な
が
ら
、

計
画
的
な
植
林
を
は
じ
め
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
、
事
業
所
や
家
庭
で
実

践
で
き
る
行
動
な
ど
、
幅
広
い
取
り
組
み

を
実
践
し
て
い
ま
す
。
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豊
か
な
人
間
性
を
育
む
む
ら
づ
く
り

次
代
を
担
う
子
ど
も
が
健
や
か
に
育
つ
た
め
の
教
育
環
境
の
充
実
、

各
世
代
が
生
涯
学
習
や
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
に
親
し
む
環
境
の
整
備
を
図
り
、

豊
か
な
人
間
性
を
備
え
た
「
鶴
居
び
と
」
の
醸
成
を
目
指
し
ま
す
。

最
初
は
ジ
ビ
エ
（
狩
猟
肉
）
特
有
の
食

感
に
慣
れ
な
い
児
童
も
い
ま
し
た
が
、「
鹿

肉
ハ
ン
バ
ー
グ
」
や
「
鹿
肉
カ
レ
ー
」
な
ど
、

調
理
法
の
工
夫
に
よ
っ
て
エ
ゾ
シ
カ
肉
の
お

い
し
さ
が
定
着
し
、
い
ま
で
は
リ
ク
エ
ス
ト

給
食
の
上
位
人
気
メ
ニ
ュ
ー
に
エ
ゾ
シ
カ
肉

が
挙
が
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

つなごう！未来へ

鶴居村ふるさと૑生中学生೿ݣ交ྲྀ事業で鶴居村をPR

新ઍࡀ空ߓで観ޫ客に鶴居村をPRする中学生 村民スϙーツ・݈߁増進施設「フΝミスϙ・アップ」

ふるさと給食で人気の「ࣛ肉カレー」

村
民
ス
ポ
ー
ツ
・

健
康
増
進
施
設

「
フ
ァ
ミ
ス
ポ
・
ア
ッ
プ
」

村
民
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
増
進
施
設
「
フ
ァ

ミ
ス
ポ
・
ア
ッ
プ
」
は
、2
0
2
2
年
に
オ
ー

プ
ン
し
た
村
民
の
た
め
の
健
康
施
設
で
す
。

前
身
の
施
設
の
老
朽
化
に
伴
っ
て
建
て
直
し

が
行
わ
れ
、
耐
震
性
に
優
れ
た
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
り
と
温
か
み
の
あ
る
木
造
り
の
両

方
を
取
り
入
れ
、
幅
広
い
世
代
が
利
用
し
や

す
い
施
設
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

開
放
感
の
あ
る
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
の
2
階

に
は
1
周
1
4
0
ｍ
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
デ
ッ
キ

が
あ
る
ほ
か
、
ヨ
ガ
や
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
な
ど

の
で
き
る
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
、
最
新
の
機
器
を

そ
ろ
え
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
や
キ
ッ
ズ

ル
ー
ム
も
完
備
し
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
給
食
で

エ
ゾ
シ
カ
肉
メ
ニ
ュ
ー
が
定
着

村
で
は
、地
産
地
消
の
取
り
組
み
と
し
て
、

村
内
で
生
産
さ
れ
た
食
材
を
給
食
で
提
供

す
る
「
ふ
る
さ
と
給
食
」
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
、
地
元
産
の
エ
ゾ
シ
カ
肉
を

使
っ
た
給
食
を
村
内
全
校
で
年
2
回
程
度

提
供
し
て
い
ま
す
。

教
育
・
文
化

鶴居アスリートクラブ代表　菱沼 恭平さん

　2017年に発足した鶴居アスリートクラブは、小中
学生40人以上が所ଐする地域の཮上クラブ。代表
のඛপګฏさんは、「最初は່の཮上トレーニングの
ために、全国出場経験のある村内の元཮上選手に
コーチをґ頼したのがきっかけ。一ॹにࢀ加したいとい
う子どものྠが広がり、自然発生的に鶴居アスリートク
ラブができました」と経Ңを話します。
　自਎も小中学生時代に཮上に打ちࠐんだというඛ
পさん。「཮上はすべてのスϙーツのૅج。཮上をきっ
かけに、子どもたちの心਎の成長を促したい」。小中学
生が一ॹにࢀ加できることも、子どもたちのモチϕー
ションになっているようです。
　ि2ճ、19時から約90分のトレーニングでは、冬は
屋内でのૅجづくりが中心。夏場は屋外での࿅शと
なり、短・中・長ڑ཭走、෯௓び、高௓び、ジャϕリック
ボール投げ、๒ؙ投げなどのٕڝ࿅शに集中します。
　「年々、記録会や༧選会での成੷は৳びていて、
全道大会で活躍する子もいます。཮上をきっかけにさ
まざまなスϙーツに௅ઓする子が増え、鶴居村のス
ϙーツ熱をఈ上げできればいいですね」

中
学
生
が
赤
井
川
村
交
流
か
ら

村
づ
く
り
を
考
え
る

鶴
居
中
学
校
と
幌
呂
中
学
校
の
生
徒
を

対
象
に
、「
鶴
居
村
ふ
る
さ
と
創
生
中
学
生

派
遣
交
流
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

2
0
2
2
年
か
ら
は
、「
日
本
で
最
も
美
し

い
村
」
連
合
に
加
盟
す
る
赤
井
川
村
へ
の
派

遣
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
赤
井
川
村
の
施

策
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
鶴
居
村
の
施
策

と
対
比
さ
せ
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
の
鶴
居
村

の
村
づ
く
り
を
考
え
る
貴
重
な
機
会
と
な
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
新
千
歳
空
港
で
は
、
旅
行
客
向
け

に
鶴
居
村
の
P
R
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

村
政
に
つ
い
て
自
ら
考
え
る

中
学
生
模
擬
議
会

将
来
の
鶴
居
村
を
担
う
若
者
に
政
治
や

議
会
の
役
割
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
て
も
ら

お
う
と
、2
0
2
2
年
、
23
年
ぶ
り
に
「
中

学
生
模
擬
議
会
」
を
開
催
し
、
以
降
も
継

続
し
て
い
ま
す
。

議
員
役
と
な
っ
た
生
徒
た
ち
は
、
鶴
居
村

議
会
本
会
議
場
で
参
加
し
、
村
政
に
つ
い
て

自
ら
考
え
質
問
す
る
体
験
を
し
ま
し
た
。「
ふ

る
さ
と
創
生
中
学
生
派
遣
事
業
」
な
ど
を
通

し
て
学
ん
だ
鶴
居
村
の
村
づ
く
り
に
つ
い
て

考
え
た
提
言
な
ど
を
一
般
質
問
と
し
て
投
げ

か
け
、
そ
れ
に
対
し
て
村
長
と
教
育
長
が
わ

か
り
や
す
く
答
弁
を
し
ま
し
た
。
学
校
か
ら

オ
ン
ラ
イ
ン
で
傍
聴
し
た
生
徒
た
ち
か
ら
は
、

「
こ
れ
か
ら
も
鶴
居
村
の
未
来
に
つ
い
て
考
え

た
い
」
な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

中学生模ٖ議会

陸
上
を
き
っ
か
け
に

子
ど
も
た
ち
の

成
長
を
応
援
し
た
い
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み
ん
な
で
歩
む
協
働
の
む
ら
づ
く
り

村
で
は
、
積
極
的
な
情
報
公
開
と
と
も
に
村
民
と
の
協
働
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

「
自
分
た
ち
の
村
は
自
分
た
ち
が
つ
く
る
」
と
い
う
共
通
認
識
の
も
と
、

自
助
・
共
助
・
公
助
を
基
本
に
し
た
協
働
の
む
ら
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

つなごう！未来へ

オンラインで行われた大௩製ༀとのแׅ連携協定క݁式 ྩ「幌ふるさと鶴居会ࡳ」 和5年度૯会

村のັ力を఻える
ը૾やショート動ը

村のັ力を఻える
動ըの配信

村の行੓情報や
イϕント情報

村の行੓情報や
イϕント情報

ふるさとೲ੫情報

Instagram

YouTube X（旧ツイッター）

Facebook

LINE

S
N
S
を
通
じ
て

鶴
居
村
の
魅
力
と
情
報
を
発
信

村
民
と
行
政
と
の
情
報
共
有
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
活
発
に
す
る
た
め
、
広
報
誌

や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
ほ
か
、
S
N
S
を
活
用

し
た
情
報
発
信
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

地
域
づ
く
り
・
行
財
政

札幌ふるさと鶴居会　会長

松井 孝篤さん

幌市およࡳ、幌ふるさと鶴居会はࡳ　
び近߫に住む鶴居村出਎者のネット
ワーク組৫として、2019年に会員数
34人で発足しました。コロナՒによる
活動休止期間を経て、2023年に活動
を࠶開し、会長のদҪ޹ಞさんの思い
はͻとしおです。「鶴居村のັ力は、ඒ
しく๛かな自然環境と温かな地域コ
ミュニティ。鶴居での記Աは人生の大
切なࡒ産です。村外に住み、཭れてい
るからこそ感じるਂい情ॹがあります」
　今後、会の取り組みとしては、ࡳ幌
近߫で行われる鶴居村の物産展やイϕ
ントへの協力や、鶴居村へのツアーな
どを計ը。また、村出਎の学生が進学
とともにࡳ幌近߫で新生活を始める場
合などに、؇やかなサϙート体੍づく
りも視野に入れています。
　「元気な自࣏体として஫目されてい
る鶴居村をތりに思います。会員との
ឺをਂめ、鶴居村の発展にݙߩしてい
きたい」とޠります。

つ
い
て
意
見
を
交
わ
す
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で

す
。
対
象
は
、
鶴
居
村
に
関
心
の
あ
る
高

校
生
か
ら
45
歳
ま
で
の
村
内
外
在
住
者
が

村
出
身
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

鶴
居
村
の
求
心
力
に

鶴
居
村
出
身
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て

「
釧
路
鶴
居
会
」「
本
州
在
住
鶴
居
会
」「
札

幌
ふ
る
さ
と
鶴
居
会
」
の
3
団
体
が
あ
り
、

村
で
は
こ
れ
ら
の
会
の
活
動
を
支
援
す
る
と

と
も
に
連
携
協
力
を
図
っ
て
い
ま
す
。

村
と
の
交
流
を
深
め
る
た
め
の
機
会
や

親
睦
活
動
、
村
が
行
う
地
域
振
興
や
魅
力

発
信
事
業
へ
の
協
力
を
通
じ
て
関
係
を
強

め
る
こ
と
に
よ
り
、
都
市
部
か
ら
の
人
の
流

れ
や
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
地
域
産
業
の
振
興

や
地
域
間
交
流
を
活
発
化
さ
せ
る
取
り
組

み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

人
材
育
成
の
場
と
し
て
の

「
つ
る
い
未
来
塾
」

2
0
2
0
年
に
発
足
し
た
「
つ
る
い
未

来
塾
」
は
、
若
い
世
代
が
中
心
と
な
っ
て

交
流
し
な
が
ら
、
村
づ
く
り
の
あ
り
方
に

メ
ン
バ
ー
で
す
。

活
動
は
年
4
回
程
度
。
村
や
地
域
活
動

で
の
村
づ
く
り
に
関
す
る
取
り
組
み
、
活

動
内
容
な
ど
を
学
び
、
さ
ら
に
魅
力
あ
る

村
に
す
る
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
企
画

し
て
村
に
提
言
す
る
な
ど
の
活
動
を
し
て

い
ま
す
。

大
塚
製
薬
と

健
康
づ
く
り
な
ど
で

包
括
連
携
協
定

村
は
2
0
2
1
年
、
大
塚
製
薬
と
の
間

で
、
村
民
の
健
康
づ
く
り
や
防
災
な
ど
の

分
野
で
包
括
連
携
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

同
社
に
は
、
村
で
開
催
さ
れ
る
健
康
に

関
す
る
イ
ベ
ン
ト
へ
の
講
師
派
遣
の
ほ
か
、

防
災
備
蓄
品
や
災
害
対
策
用
の
自
動
販
売

機
の
設
置
、
熱
中
症
対
策
や
高
齢
者
の
健

康
維
持
に
関
す
る
情
報
提
供
な
ど
で
連
携

を
図
っ
て
い
ま
す
。

「つるいະ来क़」のプロジΣクト活動

ふ
る
さ
と
鶴
居
村
を

誇
り
に
思
い
、

発
展
を
願
っ
て
い
ま
す

33 32



高齢者温泉入浴助成券
交付事業

帯状疱疹
予防接種助成事業 不妊治療費等助成 給食費無償化 出産時祝金・就学祝金支給

緊急通報装置
貸与事業

3 歳未満児の
保育料無償化

高校生までの
医療費無料

乳幼児・児童生徒を養育している保護者の方に、
保険診療の範囲内でかかった医療費の自己負担
分を助成しています。18 歳に到達する年度の末
日（3月31日）までが対象です。

ひとり暮らしの高齢者や障がいのある方
に対し、看護師や相談員に24時間365日
つながる緊急通報装置を無料で貸し出し
ています。

新生児の誕生を祝福する出産時祝金を贈呈してい
ます。また、小学校入学時に就学祝金を支給します。

不妊治療にかかった費用や受診の為の交
通費の一部を助成する北海道の助成とは
別に、村独自の制度として、1回の治療に
つき20万円を限度に助成します。

国による保育料無償化の対象外となる課
税世帯の3歳未満児について、子育て世
帯の支援拡充として保育料の助成を行
い、無償化の対象としています。

70歳以上の方に、健康増進を目的として
村内の温泉施設で利用できる7,200円分
の入浴券を交付しています。

食を通じて子どもたちの成長を促し、
子育て世帯の経済的負担を軽減するた
め、保育園、小・中学校の給食費の完全
無償化を実施しています。

50歳以上の帯状疱疹の発症を予防し、
罹患後の重症化や後遺症を防ぎ健康の
保持増進を図るため、接種費用1回当た
り11,000円を上限に助成します。

福祉・医療をはじめとした手厚い行政サービスは、子育て世帯から高齢者世帯まで
鶴居村の住みやすさと暮らしの安心感につながっています。

デ ー タ で 見 る や さ し い 暮 ら し

交付事業交付事業交付事業交付事業交付事業

70歳以上の方に、健康増進を目的として70歳以上の方に、健康増進を目的として70歳以上の方に、健康増進を目的として70歳以上の方に、健康増進を目的として70歳以上の方に、健康増進を目的として70歳以上の方に、健康増進を目的として70歳以上の方に、健康増進を目的として70歳以上の方に、健康増進を目的として70歳以上の方に、健康増進を目的として70歳以上の方に、健康増進を目的として70歳以上の方に、健康増進を目的として70歳以上の方に、健康増進を目的として70歳以上の方に、健康増進を目的として

3歳
未満児の

保育料
￥0

温泉施設
無料
入浴券

就学祝金
5万円

第2子
20万円

第1子
10万円

第3子以降
30万円

高校生までの

医療費
￥0

給食費
￥0

不妊治療費
等助成

1回
20万円

帯状 疹
予防接種

11,000円
まで助成
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鶴居村役場・
鶴居村総合センター 公

共
施
設
・
イ
ベ
ン
ト

ふるさと情報館「みなくる」

鶴居運動広場農畜産物加工施設「酪楽館」

村民スポーツ・健康増進施設

「ファミスポ・アップ」

村の中心部に立地。庁ࣷに઀続する૯合センターに
は多目的ϗール、視聴覚室、֤種研म室、࣮श室な
どを備えています。

産業のװج。౔展示館、図書館などを備えたෳ合情報施設ڷ
酪農の紹介を中心に、タンチョウや湿原について楽しく学べます。

牛乳や肉などを使った加
工品の研究開発、࣮श
体験を通じて、農業へ
の理解と交ྲྀをਂめるこ
とができる施設です。

親子で楽しめる༡۩を備
え、バーϕキューも味わ
えます。ϗテルグリーン
パークつるいにྡ઀して
います。

༏れた଱਒ੑと木造りの
温かさの両方を࠾り入れ
て2022年にオープン。
෯広い世代がར用しや
すい施設として生まれ変
わりました。

タンチョウ観察のピークである2月に開催され、裸足の片足立ちで何分耐えら
れるかを競う「耐寒競技」や「鳴き声コンテスト」など、タンチョウにちなんだ来
場者参加型のお祭りです。

多くの露店が出店して賑わいを見せるほか、ス
テージイベントや豪華景品が当たる抽選会などが
行われ、子どもも大人も楽しめるお祭りです。

音楽に合わせて間近で打ち上げられる迫力満点の花火大会
が目玉です。露店の飲食で賑わう中で、子どもも大人も輪に
なって踊り、花火を楽しむお祭りです。

「牛乳早飲み競争」や牛の鳴きまねを競い合う「モーモーコンテス
ト」など、酪農にちなんだ来場者参加型イベントが人気です。地
域の小中学生の演舞や演奏のほか、牧草ロール神輿の練り歩き、
鶴居産野菜の即売会、露店やバーベキューコーナーなど、多くの
村民が参加し、飲食やイベントを楽しむ村最大のお祭りです。

タンチョウフェスティバル2月中旬

鶴居ふるさと
盆踊り花火大会

8月14日

つるい
納涼まつり

7月下旬

鶴居村
ふるさとまつり

9月23日

鶴居村
4大イベント
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241

240

240

240

240

391

272
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44

44

274

391

391

274

1052

1093

1060

1003

243

243

222

243

829

666

666

666

221

113

322

53

53

53

243

ごじっこく

かやぬま

とおや

ほそおか
くしろしつげん

つるい村民の森◦

鶴居村役場◦

ファームインつるい◦
鶴見台　　◦

釧路空港

北海道横断自動車道

阿寒IC～釧路西IC（延長17km）
2024年度開通予定

◦達古武
　オートキャンプ場

◦コッタロ湿原
　展望台

鶴見峠◦

◦鶴居どさんこ牧場

　鶴居運動広場

◦鶴居・伊藤タンチョウ
サンクチュアリ

◦

◦音羽橋

◦温根内
　ビジターセンター

　塘路湖エコ
　ミュージアム
◦センター

◦細岡
　ビジターズ
　ラウンジ

岩保木水門◦

◦釧路市湿原展望台

◦道の駅
阿寒丹頂の里

環境省釧路湿原
野生生物

保護センター
◦

◦北斗展望台

◦宮島岬

◦キラコタン岬

道の駅
◦しらぬか恋問

達古武湖

シラルトロ沼

塘路湖
釧路風林CC

釧路CC

釧路湿原国立公園

と
う
ろ

お
た
の
し
け

し
ん
お
た
の
し
け

至
標
茶
↓

至
標
茶
↓

し
ん
ふ
じ

ひ
が
し
く
し
ろ

釧路西ＩＣ
釧路中央ＩＣ

釧路東ＩＣ
釧路別保ＩＣ

阿寒ＩＣ

釧路空港ＩＣ（予定）庶路ＩＣ

く
し
ろし

ょ
ろ

む
さ

べ
っ
ぽ

パンケトウ

ヒョウタン沼

ペンケトウ
雄阿寒岳（1,370）▲阿寒湖

支
雪
裡

下
雪
裡

茂
雪
裡

上
幌
呂

新
幌
呂

中
久
著
呂

下
久
著
呂

茂
幌
呂 支

幌
呂

中
幌
呂

下
幌
呂

中
雪
裡

阿
寒
川

釧
路
川

標 茶 町

釧 路 市

白 糠 町 釧 路 町

至厚岸→至白糠↓

←至北見・足寄

至弟子屈→

至厚岸→

至中標津→

鶴　居　村

2.5

弟
子
屈
ま
で
22
.5

標茶ま
で18

.5

標
茶
ま
で
21
.3

14
.5

24.0

7.0

28
.8

4
.5

12.0

2.
0

2.0

2.2

13.0

12.4

3.
9

7.9

22.0

10.0

6
.2

7.0

7
.3

2
.5

5.2

8.4

10.0

11
.0

9.
6

7.5

厚岸まで33.4

中チャンベツまで32.0

弟子屈まで33.3

ふるさと情報館
「みなくる」

トイレ
駐車場
ゴルフ場
およその距離
（km）

凡 例

2.5

釧路Ӻへは車で約50分で到着できる好適地
にあり、交通環境においても好条݅がἧって
います。

●‌主要地点からのڑ཭

Ѩ寒カルデラ外ྠ山を؏ྲྀする雪裡川、幌
呂川、ٱஶ呂川のྲྀ域に沿って広がる雪裡、
幌呂、ٱஶ呂の3原野でߏ成されています。
ྲྀ域はいずれも農ߞ適地で、大ن模草地が
広がっています。

最௿が本村ೆ部の湿原地ଳで3.6ｍ、最高が
Ѩ寒山࿢の原始ྛଳで812ｍとなり、農ߞ適
地は40～200ｍの地ଳに୓かれています。

年間ฏۉ気温は6.1ˆとྫྷྋですが、夏は湿
気が少なくൺֱ的温ஆな日が多い内཮ܕの
気ީです。
秋は台風の影ڹはほとんどありません。
冬は雪が少なく੖天の日が続きます。

地
勢

標
高

気
候

ア
ク
セ
ス

ようこそ鶴居村へ
位
置

●Ґ置　東経144度19分35ඵ‌北Ң43度13分59ඵ
●面ੵ　571.80ὕ

釧路空港

JR釧路駅

鶴居村

東京（羽田） 約1時間30分

鶴居村
JR釧路駅 約34ｋｍ

釧路空港 約33ｋｍ

JR札幌駅

JR網走駅

JR根室駅 約2時間30分

約4時間

約3時間

鶴居村JR釧路駅 約1時間

JR釧路駅 約50分

釧路空港 約40分

大阪（伊丹） 約2時間

札幌（丘珠）
約50分

札幌（新千歳） 約50分

普通列車

特急列車

快速列車

●ඈ行機の場合

●JRの場合

●バスの場合

●車の場合

鶴居村は、北海道釧路૯合振ڵ局
管内のほ΅中ԝにҐ置し、東は標
茶町、北はఋ子۶町、ೆは釧路湿
原国立公園をはさんで釧路市およ
び釧路町にྡ઀しています。

鶴居村は、北海道釧路૯合振ڵ局鶴居村は、北海道釧路૯合振ڵ局鶴居村は、北海道釧路૯合振ڵ局鶴居村は、北海道釧路૯合振ڵ局
管内のほ΅中ԝにҐ置し、東は標管内のほ΅中ԝにҐ置し、東は標
茶町、北はఋ子۶町、ೆは釧路湿茶町、北はఋ子۶町、ೆは釧路湿
原国立公園をはさんで釧路市およ原国立公園をはさんで釧路市およ 鶴居村

ⓒ和田正宏
Ѩ寒 *$～釧路੢ *$（延長17km）が開通した場合、釧路
空ߓˠ鶴居村は車で5分ఔ度短縮
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